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大学生になる ○ ○ ○ ○

大人になる ○ ○ ○ ○

社会人になるＡ ○ ○ ○ ○

社会人になるＢ ○ ○ ○ ○

ＮＣＵ先端科目：医療系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＮＣＵ先端科目：自然・情報系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＮＣＵ先端科目：社会科学系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＮＣＵ先端科目：人文系 ○ ○ ○ ○

地域社会で活躍する女性 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
共生社会におけるふれあいネットワーク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現代社会と人と地域のつながり ○ ○ ○ ○
名古屋市政を通してみる現代社会の諸問題 ○ ○ ○ ○

ＥＳＤと地域の環境 ○ ○ ○ ○

多文化共生と国際貢献 ○ ○ ○ ○
ワークライフバランスとダイバーシティ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

まちづくり論 ○ ○ ○ ○

次世代エネルギーワークショップ ○ ○ ○ ○

起業家になる ○ ○ ○ ○
科学館・博物館・美術館から知る名古屋 ○ ○ ○ ○

中国短期語学研修 ○ ○ ○ ○

フランス短期語学研修 ○ ○ ○ ○

日本国憲法 ○ ○ ○ ○

なぜ憲法が必要なのか ○ ○ ○ ○

法学入門 ○ ○ ○ ○

知的財産権入門 ○ ○ ○ ○

人と法と医療 ○ ○ ○ ○

経済学：経済と社会 ○ ○ ○ ○

経済学：経済のしくみ ○ ○ ○ ○

経済学：経済学の考え方 ○ ○ ○ ○

経営学：企業と社会、個人の関係 ○ ○ ○ ○

経営学：企業活動の諸相 ○ ○ ○ ○
経営学：組織を取り巻く諸環境について ○ ○ ○ ○

社会学Ａ ○ ○ ○ ○

社会学Ｂ ○ ○ ○ ○

社会学Ｃ ○ ○ ○ ○

社会環境論 ○ ○ ○ ○

新聞報道の現場から ○ ○ ○ ○

環境行動学と情報リテラシー ○ ○ ○ ○

平和論 ○ ○ ○ ○
私たちの暮らしと政治・行政・地方自治 ○ ○ ○ ○

国際政治と社会 ○ ○ ○ ○

フィールド研究からみるアジア ○ ○ ○ ○

キー・コンピテンシー ○ ○ ○ ○

シティズンシップ入門 ○ ○ ○ ○

琉球・沖縄の歴史・文化を識る ○ ○ ○ ○

日本文化の理解 ○ ○ ○ ○

人類学 ○ ○ ○ ○

日本語コミュニケーション ○ ○ ○ ○

囲碁に学ぶ ○ ○ ○ ○

死の文化学 ○ ○ ○ ○

東ヨーロッパの文化と歴史 ○ ○ ○ ○

文化に見る歴史 ○ ○ ○ ○

欧州史の中の北欧史 ○ ○ ○ ○

アメリカ史入門 ○ ○ ○ ○

都市と地域構造の地理学 ○ ○ ○ ○

音楽と文化 ○ ○ ○ ○

デザインと情報 ○ ○ ○ ○

人間と表現 ○ ○ ○ ○

自分とみんなで考える哲学 ○ ○ ○ ○

討論の中で問題を発見する哲学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

応用倫理学－生命倫理の現在 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

心理学概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

心理学入門 ○ ○ ○ ○

現代教育の諸相 ○ ○ ○ ○

次世代育成と地域の課題 ○ ○ ○ ○

宗教学入門 ○ ○ ○ ○

現
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目
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名古屋市立大学カリキュラムマップ
医学部学士課程

Ⅰ 科学者としての医師 Ⅱ 臨床家としての医師 Ⅲ 社会における医師 Ⅳ プロフェッショナルとしての医師

分類

関連する項目には○を、より強く関連する項目は◎を付している。

科目名

　ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

　医学部では、人間味にあふれ、深い医学知識と技術を備えた医師を養成するという教育上の目的に鑑み、以下の能力を有すると認められた者に対し、卒業を認定し、学士（医学）の学位を授与します。
本学医学部学生が卒業時点において身につけているべき能力を4 領域に分けて示す。

1 科学者としての医師
 (a)ヒトの正常な構造、機能、行動および疾病の病因・病態を理解、研究し、医学の発展に貢献することができる。
 (b)臨床データや文献等の情報を吟味し、その妥当性や適用の有無を決定することができる。
 (c)重要な医学的知見や医療情報を、さまざまな立場の人に対し適切に説明、発表することができる。
 (d)科学的知識や科学的理解の限界を認識し、全ての科学的知見は常に更新される性質のものであることを理解できる。
2 臨床家としての医師
 (a)患者・医師関係の意義を理解し、良好な関係を築くことができる。
 (b)医療面接や系統的な身体診察によって臨床所見や兆候を捉え、それらを解釈し、適切な検査や治療法を選択できる 。
 (c)基本的な臨床手技を行うことができる。
 (d)医療情報の記録、管理を適切に行うことができる。
 (e)医療における安全性を理解し、適切な危機管理ができる。
3 社会における医師
 (a)様々な生活環境や国および世界の健康、疾病の動向を評価し、対処できる。
 (b)個人および集団の健康を規定する因子を考察し、健康増進、疾病予防の方策を立案できる。
 (c)保健、医療、福祉に関する法や制度を社会的動向の中で理解し、活用することができる。
 (d)多職種連携による地域包括ケアシステムの構築に貢献できる。
4 プロフェッショナルとしての医師
 (a)プロフェッショナルとして人間愛と倫理性に溢れ、かつ冷静な行動をとることができる。
 (b)多職種と協調して行動し、必要な時にリーダーシップを発揮することができる。
 (c)自分の身体的、精神的状況を把握し、ストレスに適切に対応して、必要な時には率直に支援を求めることができる。
 (d)継続的に自身の医学知識、医療技術の向上に務めることができる。
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Ⅰ 科学者としての医師 Ⅱ 臨床家としての医師 Ⅲ 社会における医師 Ⅳ プロフェッショナルとしての医師

分類

関連する項目には○を、より強く関連する項目は◎を付している。

科目名

科学史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境と社会・制度・政治・経済 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境科学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

植物の多様性と環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

動物とヒトの進化多様性 ○ ○ ○ ○

社会と医学 ○ ○ ○ ○

くすりと社会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都市と自然 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康と生活 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

行動生態学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
教養として知っておきたい様々な病気の実態 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

創薬と生命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宇宙のなりたち ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

植物とバイオテクノロジー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エネルギーのサイエンス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バイオサイエンス入門 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報と数理の世界 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地球史入門 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域生態学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

IS: Community ○ ○ ○ ○

IS: Social Justice ○ ○ ○ ○

IS: Life & Work ○ ○ ○ ○

IS: Health & Well-being ○ ○ ○ ○

IS: The Arts ○ ○ ○ ○
AE: Make a Difference in Your Community ○ ○ ○ ○

AE: Interact Internationally ○ ○ ○ ○

AE: Improve Life Skills ○ ○ ○ ○
AE: Raise Health/Environmental Awareness ○ ○ ○ ○

AE: Produce a Movie ○ ○ ○ ○

CS: Presentation ○ ○ ○ ○

CS: Grammar and Usage ○ ○ ○ ○

CS: TOEIC Preparation ○ ○ ○ ○

EM: World News ○ ○ ○ ○

EM: Popular Culture ○ ○ ○ ○

EM: Reading for Inspiration ○ ○ ○ ○

EM: Online Articles and Videos ○ ○ ○ ○

ドイツ語初級１ ○ ○ ○ ○

ドイツ語初級２ ○ ○ ○ ○

フランス語初級１ ○ ○ ○ ○

フランス語初級２ ○ ○ ○ ○

中国語初級１ ○ ○ ○ ○

中国語初級２ ○ ○ ○ ○

韓国語初級１ ○ ○ ○ ○

韓国語初級２ ○ ○ ○ ○

スペイン語初級１ ○ ○ ○ ○

スペイン語初級２ ○ ○ ○ ○

日本手話初級１ ○ ○ ○ ○

日本手話初級２ ○ ○ ○ ○

ポルトガル語入門 ○ ○ ○ ○

ロシア語入門 ○ ○ ○ ○

イタリア語入門 ○ ○ ○ ○

アラビア語入門 ○ ○ ○ ○

ドイツ語初級会話１ ○ ○ ○ ○

ドイツ語初級会話２ ○ ○ ○ ○

フランス語初級会話１ ○ ○ ○ ○

フランス語初級会話２ ○ ○ ○ ○

中国語初級会話１ ○ ○ ○ ○

中国語初級会話２ ○ ○ ○ ○

情報・統計処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報処理基礎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報処理応用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報検索基礎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康・スポーツ科学 ○ ○ ○ ○
健康・スポーツ実技 ○ ○ ○ ○
ボランティア科目１ ○ ○ ○ ○

ボランティア科目２ ○ ○ ○ ○

力学 ○ ○ ○ ○

電磁気学 ○ ○ ○ ○

波動・熱力学 ○ ○ ○ ○

有機化学 ○ ○ ○ ○

生体分子化学 ○ ○ ○ ○
生物学 基礎生物学 ○ ○ ○ ○

自然科学実験  自然科学実験 ○ ○ ○ ○

微分積分学 ○ ○ ○ ○

線形代数学I ○ ○ ○ ○

線形代数学II ○ ○ ○ ○
地域参加型学習 医薬看連携地域参加型学習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

医学入門 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

医学情報学 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

解剖学（肉眼解剖学） ◎ ○ ○

解剖学（組織学・発生学・神経解剖学） ◎ ○ ○

物質と代謝 ◎ ○ ○

分子と細胞 ◎ ○ ○

植物的機能系 ◎ ○ ○

動物的機能系 ◎ ○ ○

水平統合基礎 ◎ ○ ○

学術論文入門 ◎ ◎ ○ ○ ○

コミュニティ・ヘルスケア基礎（IPE） ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎

数学・統計学

健康・
スポー

教

養

教

育

科

目

一

般

教

養

科

目

人

間

と

自

然

自

然

と

数

理

の

探

求

語

学

科

目

英

語

そ

の

他

の

言

語

情報科目

ボランティア科目

基

礎

科

目

物

理

学

化

学

専

門

教

育

科

目

1学年専
門教育

2

学

年

専

門

教

育
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a b c d a b c d e a b c d a b c d

ヒ

ト

の

正

常

な

構

造
、

機

能
、

行

動

お

よ

び

疾

病

の

病

因

・

病

態

を

理

解
、

研

究

し
、

医

学

の

発

展

に

貢

献

す

る

こ

と

が

で

き

る
。

臨

床

デ
ー

タ

や

文

献

等

の

情

報

を

吟

味

し
、

そ

の

妥

当

性

や

適

用

の

有

無

を

決

定

す

る

こ

と

が

で

き

る
。

重

要

な

医

学

的

知

見

や

医

療

情

報

を
、

さ

ま

ざ

ま

な

立

場

の

人

に

対

し

適

切

に

説

明
、

発

表

す

る

こ

と

が

で

き

る
。

科

学

的

知

識

や

科

学

的

理

解

の

限

界

を

認

識

し
、

全

て

の

科

学

的

知

見

は

常

に

更

新

さ

れ

る

性

質

の

も

の

で

あ

る

こ

と

を

理

解

で

き

る
。

患

者

・

医

師

関

係

の

意

義

を

理

解

し
、

良

好

な

関

係

を

築

く

こ

と

が

で

き

る
。

医

療

面

接

や

系

統

的

な

身

体

診

察

に

よ
っ

て

臨

床

所

見

や

兆

候

を

捉

え
、

そ

れ

ら

を

解

釈

し
、

適

切

な

検

査

や

治

療

法

を

選

択

で

き

る

 
。

基

本

的

な

臨

床

手

技

を

行

う

こ

と

が

で

き

る
。

医

療

情

報

の

記

録
、

管

理

を

適

切

に

行

う

こ

と

が

で

き

る
。

医

療

に

お

け

る

安

全

性

を

理

解

し
、

適

切

な

危

機

管

理

が

で

き

る
。

様

々

な

生

活

環

境

や

国

お

よ

び

世

界

の

健

康
、

疾

病

の

動

向

を

評

価

し
、

対

処

で

き

る
。

個

人

お

よ

び

集

団

の

健

康

を

規

定

す

る

因

子

を

考

察

し
、

健

康

増

進
、

疾

病

予

防

の

方

策

を

立

案

で

き

る
。

保

健
、

医

療
、

福

祉

に

関

す

る

法

や

制

度

を

社

会

的

動

向

の

中

で

理

解

し
、

活

用

す

る

こ

と

が

で

き

る
。

多

職

種

連

携

に

よ

る

地

域

包

括

ケ

ア

シ

ス

テ

ム

の

構

築

に

貢

献

で

き

る
。

プ

ロ

フ
ェ

ッ

シ
ョ

ナ

ル

と

し

て

人

間

愛

と

倫

理

性

に

溢

れ
、

か

つ

冷

静

な

行

動

を

と

る

こ

と

が

で

き

る
。

多

職

種

と

協

調

し

て

行

動

し
、

必

要

な

時

に

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

を

発

揮

す

る

こ

と

が

で

き

る
。

自

分

の

身

体

的
、

精

神

的

状

況

を

把

握

し
、

ス

ト

レ

ス

に

適

切

に

対

応

し

て
、

必

要

な

時

に

は

率

直

に

支

援

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

る
。

継

続

的

に

自

身

の

医

学

知

識
、

医

療

技

術

の

向

上

に

務

め

る

こ

と

が

で

き

る
。

Ⅰ 科学者としての医師 Ⅱ 臨床家としての医師 Ⅲ 社会における医師 Ⅳ プロフェッショナルとしての医師

分類

関連する項目には○を、より強く関連する項目は◎を付している。

科目名

病態病理／臨床病理 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

薬理学 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

法医科学 ○ ○ ◎ ◎ ○

神経科学 ◎ ○ ○

疼痛科学 ◎ ○ ○ ○ ○

医学・医療倫理 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

コミュニティ・ヘルスケア応用（IPE） ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

Scientific Writing & Presentation ◎ ◎ ○ ○

先端研究 ◎ ◎

救命救急 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

水平統合病態 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

医動物学 ◎ ○ ○ ○

細菌学 ◎ ○ ○ ○

ウイルス学 ◎ ○ ○ ○

免疫学 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

基礎自主研修 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

血液・造血器・リンパ系 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

神経系（神経内科） ◎ ○ ◎ ○ ○

神経系（脳神経外科） ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

皮膚系 ◎ ○ ○

運動器系／リハビリテーション ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

循環器系 ◎ ◎

呼吸器系 ◎ ○ ◎ ○ ○

消化器系・内視鏡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

腎・尿路系（腎臓内科） ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

腎・尿路系（泌尿器科） ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

生殖機能（泌尿器科） ◎ ○ ◎ ○ ○

生殖機能（婦人科） ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

妊娠と分娩 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

乳房 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

内分泌・栄養・代謝系 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

眼・視覚系 ◎ ○ ○

耳鼻・咽喉・口腔系 ◎ ◎

精神系 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

臨床感染症学 ○ ○

成長と発達／発生 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

急性期医療、慢性疼痛と行動科学 ◎ ○ ○ ○ ○

食事と栄養療法 ◎ ○

放射線を用いる診断と治療 ◎ ○ ○ ○

輸血と移植 ○ ○ ○ ○ ○

膠原病 ◎

漢方医学セミナー ○ ○ ◎ ○ ○ ○

臨床処方学セミナー ◎ ○ ○ ○ ○

臨床腫瘍学 ○ ○ ○ ○ ○

救急科 ○ ◎ ○ ○

臨床診断推論 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

予防医学基礎 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

コミュニティ・ヘルスケア発展（IPE） ○ ○ ○ ◎ ○ ○

基本臨床技能実習／OSCE ◎ ◎ ◎ ○

臨床実習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コミュニティ・ヘルスケア実践（IPE） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

予防医学応用 ○ ○ ○ ◎ ○

法医診断学 ○ ○ ○ ○ ○

選択性臨床実習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専

門

教

育

科

目

3

学

年

専

門

教

育

4

学

年

専

門

教

育

5・6学
年専門
教育
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